
平
成
27
年
の
地
⽅
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
⽅
針
（
平
成
27
年
12
⽉
22
⽇
閣
議
決
定
）
（
抄
）

国
交
省
の
検
討
状
況

＜
今
後
の
検
討
の
進
め
⽅
＞

○
条
例
委
任
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
⽅
法
で
あ
れ
ば
制
度
的
に
可
能
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
年
内
に
最
終
的
な
⽅
向
を

決
定
す
る
。

公
営
住
宅
の
明
渡
請
求
の
対
象
と
な
る
⾼
額
所
得
者
の
収
⼊
基
準
（
施
⾏
令
９
条
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
全
国
⼀
律
に

政
令
で
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
を
改
め
条
例
に
委
任
す
る
な
ど
地
域
の
実
情
を
反
映
す
る
⽅
向
で
検
討
し
、
平
成
28
年
中
に

結
論
を
得
る
。
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

○
平
成
27
年
度
中
に
⾼
額
所
得
者
収
⼊
基
準
の
条
例
委
任
に
関
し
て
全
事
業
主
体
に
対
し
て
意
向
調
査
を
⾏
っ
た
と
こ
ろ
、

基
準
を
据
え
置
く
⼜
は
基
準
を
独
⾃
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
は
判
断
が
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

→
全
事
業
主
体
に
お
い
て
条
例
委
任
す
る
の
で
は
な
く
、
⼿
上
げ
⽅
式
に
よ
り
、
希
望
す
る
事
業
主
体
に
お
い
て
は
条
例

で
基
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
⽅
法
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

○
条
例
委
任
の
可
否
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
中
で
あ
る
が
、
⼿
上
げ
⽅
式
に
よ
る
条
例
委
任
を
⾏
う
場
合
、
条
例
に
よ

り
収
⼊
基
準
を
設
定
で
き
る
範
囲
を
限
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
か
、
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
。

【
現
⾏
制
度
】

○
公
営
住
宅
の
⼊
居
者
に
⾼
額
な
収
⼊
が
あ
る
と
き
は
、
事
業
主
体
は
明
渡
請
求
を
⾏
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
の
⾼
額

所
得
者
の
収
⼊
基
準
は
政
令
に
よ
り
全
国
⼀
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
（
公
営
住
宅
法
第
29
条
）
。

※
⼊
居
時
の
収
⼊
基
準
は
政
令
で
上
限
を
設
け
た
上
で
条
例
委
任
済
み
。

公
営
住
宅
の
明
渡
請
求
の
対
象
と
な
る
高
額
所
得
者
の
収
入
基
準
の
条
例
化
（
公
営
住
宅
法
）
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